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■（一）砂原四方寄線砂原工区は、熊本環状道路の一部を構成し、市街地の交通混雑解消及び物流の効率化に寄与する道路。

■（一）砂原四方寄線砂原工区の整備により、熊本市中心部の慢性的な交通混雑を緩和するとともに、熊本港などの広域交通拠点

への所要時間が短縮することで、物流の効率化や地域産業の活性化に期待。

（一）砂原四方寄線 砂原工区【補助】 道路－１７新規

《位置図》

事 業 区 間 ：熊本県熊本市南区砂原町

～熊本市西区池上町

事 業 主 体 ：熊本市

延 長 ： ３．８ｋｍ

全体事業費： ３４０億円

R ４ 当 初 ： １．３億円（事業費）

《諸元等》
くまもとし みなみ すなはらまち

いけのうえまちにし

す な は ら
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国内物流ターミナル整備事業R6完成予定）
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《平面図》

至：鹿児島

至：福岡

凡 例

当該箇所

供用中

事業中

調査中

（一）池上インター線
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熊本市DID

熊本市（DIDを除く）
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（一）大津西合志線
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■全国政令指定都市の平均速度（ DID内（H27）

▲写真① 国道５７号保田窪交差点付近

砂原工区

(
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砂
原
四
方
寄
線

渋滞による遅延
⇒非効率な輸送

大津町

菊池市

菊陽町

合志市

熊本市北区

熊本市
中心部

3

57

3

渋滞

57

①現在ルート
国道57号

②ルート
池上工区

花園工区

大手半導体
メーカーS社

池上IC

砂原IC

花園IC

下硯川IC

台湾大手半導体工場
立地予定（R6末稼働予定）

・半導体工場進出による国際貨物量の増加見込み
・荷主企業や航路新設増便する船社を県市で支援中
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過去最高を更新
熊本地震

H社製品は21％

《整備効果１》慢性的な交通混雑緩和

《整備効果２》アクセス性向上による物流の効率化

■熊本港コンテナ取扱量

半導体関連工場

工業団地

自動車関連工場

凡 例

⚓熊本港

よ も ぎ す な は ら

すなはら よ も ぎ

熊本市中心部（DID）の平均速度は

全国ワースト１位
⇒熊本市は中心部の交通事情が非常に悪い
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②池上工区供用
（池上IC利用）

③砂原工区供用
（砂原IC利用）

■道路整備により期待される所要時間
大津町（H社付近）→熊本港まで（片道）

①現 在
(国道57号経由)

資料：ＥＴＣ2.0プローブデータ (R2.9～11）
混雑時旅行速度より算出（砂原四方寄線は設計速度）

大手自動車
メーカーH社

(仮)砂原IC

L=4.6㎞

延長約3.8km
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いけのうえ
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すなはら

はなぞの

いけのうえ

すなはら

至 鹿児島方面

至 福岡方面

砂原整備で
25分短縮

すなはらよもぎ すなはら

（一）砂原四方寄線 砂原工区

和泉IC

く ま も と か ん じ ょ う

熊本市中心部の慢性的な交通混雑の緩和を図ることが可能

③ルート

渋滞箇所を回避でき、速達性や定時性が確保され、物流の安定輸送が可能

すなはら

くまもとし



■国道３号植木バイパス・熊本北バイパスは、熊本都市圏の環状道路網の一部となり熊本市の交通混雑の緩和及び交通

安全性の向上等を目的とする道路。

■植木バイパス・熊本北バイパスの整備により、熊本都市圏内の放射道路網の一部となり、サプライチェーンの強靭化や

物流の生産性向上、地域間の交流・連携機能の確保に期待。

国道３号 植木バイパス・熊本北バイパス【直轄】

《位置図》

《路線位置図》

■地域産業の生産性向上を支援

《整備効果》

うえ き

うえ き

▲ 自動車関連部品製造のサプライヤーの効率化

■広域交通ネットワークの形成

▲植木バイパス並行現道の
渋滞状況

《諸元等》

【植木バイパス】
事業区間 ：熊本県熊本市北区植木町鞍掛

～熊本市北区四方寄町

延 長 ：５．６ｋｍ
全体事業費：３０８億円
Ｒ ４当 初：９．８億円（事業費）

うえ き まち く ら かけ

よ も ぎ まち

【熊本北バイパス】
事業区間 ：熊本県熊本市北区四方寄町

～熊本市東区新南部４丁目
延 長 ：７．６ｋｍ
全体事業費：８１４億円
Ｒ ４当 初：２．３億円（事業費）

（うち熊本県0.1億円、熊本市2.2億円）

よ も ぎ まち

しん な べ

▲熊本北バイパス事業中区間の
渋滞状況

植木バイパス・
熊本北バイパス

※旅行速度対象区間：国道3号植木バイパス並行現道・
熊本北バイパス事業中区間

資料：現況H31(ETC2.0プローブデータH31.4～R2.3:平日混雑時)
完成後(将来交通量推計結果)

zzzzzzz現況（H31） 完成後

▲ 旅行速度の変化

■交通混雑の緩和

Ｒ4年度開通予定
延長0.9ｋｍ（2/4）

植木バイパス
延長5.6ｋｍ

熊本北バイパス
延長7.6ｋｍ

Ｒ4年度開通予定
延長1.8ｋｍ（4/4)

うえ き

道路－１８全線開通継続 ・

合志市

熊本市

熊本IC

熊本西環状道路

熊本市北区四方寄町

合志市須屋

▲ 熊本都市圏の環状道路網

至山都町



■国道３２４号本渡道路は、熊本県熊本市と熊本県天草市を結ぶ熊本天草幹線道路の一部を構成し、天草地域と

熊本都市圏間の「９０分構想」の実現に寄与する道路。

■本渡道路の整備により、天草上島と下島を唯一結ぶ天草瀬戸大橋前後区間の朝夕の慢性的な交通混雑を緩和すると

ともに、事故・災害時のダブルネットワークの確保、救急医療施設へのアクセス性向上による地域医療活動等の支援

に期待。

国道３２４号 本渡道路【補助】
ほ ん

《位置図》

本渡道路

熊本県
令和４年度
開通予定

《諸元等》

事 業 区 間 ：熊本県天草市港町

～天草市志柿町瀬戸上

延 長 ： １．３ｋｍ
全体事業費 ： ２０３億円
R  4 当 初 ： ３６．０億円（事業費）

あ ま く さ みなとまち

あ ま く さ し か き ま ち せ ど か み

《現地状況写真》

《整備効果》

・本渡道路の整備により交通渋滞の緩和と、ダブルネットワークを確保

《平面図》

写真②

至 苓北町

至 上天草市

天草市役所

第3次救急医療機関

:第3次救急医療機関

:第2次救急医療機関

天草下島地区
天草上島地区

天草市役所 ⇔  第３次緊急医療機関
【整備前】：１１３分 → 【整備後】：１０６分

天草下島地区住民約
7.6万人が１橋に依存し
代替路が無い

本渡道路

（件）

ほん ど

あ ま く さ

写真①
至 上天草市

至 苓北町

ど

・天草市から第３次救急医療機関までの時間を短縮

あ ま く さ

あ ま く さ か み し ま し も し ま

ほ ん ど

あ ま く さ せ と お お は し

く ま も と あ ま く さ

ほ ん ど

く ま も と
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管外搬送

（その他医療施設）

管外搬送

（第3次救急医療施設）

第3次救急

医療施設（H24=1.0）

▲ 天草地域の管外搬送件数の推移

あ ま く さ

写真③

至 上天草市

至 苓北町

道路－１９全線開通

本渡道路
ほんど

あ まく さ せ と お おは し

主要渋滞箇所

天草瀬戸大橋

ダブルネットワーク化

写真①

写真②

写真③

至 上天草市至 天草市牛深町

至 上天草市

至 苓北町

R4年度開通予定
延長1.3km(2/2)



九州横断自動車道延岡線 嘉島JCT～矢部【直轄】 道路－２０

《位置図》 《諸元等》

事業区間：熊本県上益城郡嘉島町

～上益城郡山都町

延 長： ２３．０ｋｍ
全体事業費：１，０９４億円
Ｒ４ 当 初： ４９．８億円（事業費）

熊本県

九州横断自動車道 延岡線
嘉島JCT~矢部

か し ま や べの べ お か

か み ま し き か し ま ま ち

や ま と ち ょ うか み ま し き

かみ ましき み ふね まち のべ おか

《整備効果》

のべ おか

■九州横断自動車道延岡線（九州中央自動車道）は、熊本県上益城郡御船町を起点とし宮崎県延岡市に至る

延長約９５ｋｍの高速自動車国道であり、九州における循環型高速ネットワークを形成し、九州全体の産業、

経済、文化の発展に資する道路。

■九州横断自動車道延岡線 嘉島JCT～矢部の整備により、災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行

を確保し、災害時の代替路の確保に期待。

か しま や べ

写真）災害発生状況 国道445号 (平成28年4月熊本地震）

■熊本地震時における山都町から熊本市への移動ルート

■国道445号の全面通行止め発生状況
(小池高山IC～矢部IC並行区間)

《現地状況写真》

資料：熊本県提供

10年間で
13回発生

○並行する国道445号では災害等により、過去10年間で13回の全面通行止めが発生。
平成28年に発生した熊本地震では、国道218号と国道445号の同時通行止めが発生。

○災害時における山都町－熊本市間の信頼性の高い道路ネットワークの機能強化を推進。

のべおか

《路線位置図》

継続

異常気象時における
通行規制区間
延長13.9㎞

国道445号と218号が同時通
行止めの時迂回ルート
(H28.6.23 H28.7.3)

熊本地震で通行止め

写真

至福岡市

至鹿児島市
至延岡市

至延岡市

至鹿児島市

至福岡市
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1.35 3.25 3.25

路
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路
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1.25

■幹線道路における安全・安心な道路交通環境の創出を目的に事業を推進。

■当該箇所の交通安全対策により、歩行者が安全・安心に通行できる歩行空間の確保、死傷事故件数の減少が期待。

熊本３号 交通安全対策【直轄】 道路－２１継続

《位置図》

《現地状況》 写真➀

《平面図》

※令和３年１１月８日に地元小学校、県警、自治体、道路管理者で合同点検実施。
直轄においては、歩道整備、地元においては、通学・帰宅時に見守り対策を実施。

（単位：ｍ）

〇国道３号 岩城歩道整備
い わ き

事業箇所

《諸元等》

事業区間：熊本県葦北郡津奈木町岩城

延 長：０．３ｋｍ

Ｒ４当初：０．５億円（事業費）

あしきた つ な ぎ まち い わ き

至 八代市
やつしろ

至 水俣市
みなまた

0.75 3.25 3.25 0.752.50
8.00

2.50

13.00

歩
道

歩
道

路
肩

路
肩

【現況断面図】

（単位：ｍ）

【計画断面図】

熊本県

至
八
代
市

至
水
俣
市

事業箇所

津奈木中学校

津奈木小学校

17,308台/日 津奈木駅

学校指定通学路

歩道整備区間

凡　　例

延長0.3km

写真① 文

文

や
つ
し
ろ

み
な
ま
た



■国道２１２号三光本耶馬渓道路は、大分自動車道と東九州自動車道及び重要港湾中津港とを相互に連絡する高規格道路

中津日田道路の一部を構成し、物流の効率化及び災害に強いネットワークの構築を目的とする道路。

■三光本耶馬渓道路の整備により、災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保し、災害時の代替路の

確保に期待。

国道２１２号 三光本耶馬渓道路 【直轄】

大分県

三光本耶馬渓道路

さ ん こ う ほ ん や ば け い

さ ん こ う ほ ん や ば け い

《位置図》 《諸元等》 《整備効果》

写真①：R2.4 落石 写真②：H29.7 冠水

事 業 区 間：大分県中津市三光西秣

～中津市本耶馬渓落合

延 長：１２．８ｋｍ
全体事業費： ５７６億円
Ｒ ４ 当 初：９０．７億円（事業費）

なか つ さん こう にし まくさ

三光本耶馬渓道路
事業中

写真①
R2.4被災

E１０

１０

１０

213

387

500

：災害による全面通行止め ※１

本耶馬渓耶馬溪道路
R24.3開通

212

国道212号（事業中区間付近の並行現道）では
豪雨等により路肩崩落等の災害が発生しており、
１年あたり約10日間の全面通行止めが発生※１

《路線位置図》

なか つ ほん や ば けい おち あい

耶馬溪道路
R3.2開通

※１：H23～R2（１０年間）
の災害実績

国道212号の災害時の代替路として耶馬溪道路、
本耶馬渓耶馬溪道路、三光本耶馬渓道路が一体的に機能

212

212

写真③：R2.1 法面崩壊

写真②
H29.7被災

写真③
R2.1被災

な か つ ひ た

道路－２２継続

さ ん こ う ほ ん や ば け い



■幹線道路における安全・安心な道路交通環境の創出を目的に事業を推進。

■当該箇所の交通安全対策により、自転車や歩行者等の安全・安心で、快適な通行空間の確保が図れるとともに、

重傷事故件数の減少が期待。

大分１０号 交通安全対策【直轄】 道路－２３

《位置図》

《平面図》 《現地状況》

《諸元等》

事業区間：大分県別府市山家

～大分市生石

延 長：７．２ｋｍ

Ｒ４当初：０．３億円（事業費）

おおいた いくし

べっぷ やま が

事業箇所 延長 7.2km

べ
っ
ぷ

お
お
い
た

写真①

至 大分市
おおいた し

至 別府市
べっぷ し

（単位：mm）

【計画断面図】

69, 163台/日
東別府

両郡橋

高崎山先

仏崎

白木
かんたん

西大分駅前

歩道
5000

歩道
1500車道

3500

路肩
1250車道

3500
車道

3500
車道

3500
車道

3500
車道

3500

路肩
1250

植栽帯
1250

植栽帯
1250

中央帯
1750

歩道
5000

歩道
2500

車道
3500

自転車
通行空間
1500車道

3500
車道

3500
車道

3500
車道

3500
車道

3500

路肩
1250

植栽帯
1250

中央帯
1750

田の浦

事業箇所

中津市

別府市
日田市

由布市

竹田市

臼杵市

佐伯市

大分市

津久見市

杵築市

豊後高田市

豊後大野市

国東市宇佐市

新規

○国道１０号 西大分自転車通行空間整備
にしおおいた

写真➀

（単位：mm）

【現況断面図】

大分県

至

大
分
市

至

別
府
市



■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を図ることで、災害時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な通行空間の確保を図ると

ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

大分１０号 電線共同溝【直轄】 道路－２４

○国道１０号 鴛野地区電線共同溝

《諸元等》

事 業 区 間：大分県大分市鴛野

～大分市鴛野

延 長： ２．１ｋｍ（両側）

全体事業費 ： １３億円

Ｒ４当初 ：３ ．３億円（事業費）

鴛野地区電線共同溝

《位置図》

《路線位置図》

お し の

おしの

《現地状況》

○整備の必要性

道路の地下空間を活用して、
電力線、通信線等をまとめて収容

○電線共同溝とは

※工事着手前

継続

〇道路上の電柱は、災害時の倒壊により道路を閉塞させるおそれが
有るほか、歩行者等の通行や良好な都市景観の形成の妨げとなる

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜飛来物による電柱倒壊の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

事業中

整備済

至）別府市

大分県

おおいた

至 太宰府市

至 北九州市

おおいた おしの

アルメイダ病院

大分光吉IC

JR敷戸駅

写真

至）佐伯市

至 別府市

至 佐伯市



■国道５０３号飯干バイパスは、現在整備中の「五ヶ瀬高千穂道路」（仮）五ヶ瀬東ＩＣへのアクセス道路として、

交通の円滑化等に資する道路。

■五ヶ瀬高千穂道路との一体的な整備により、災害時における代替路を確保するとともに、地域産業の活性化や

救急医療施設へのアクセス性向上による地域医療活動等の支援に期待。

国道５０３号 飯干バイパス【補助】 道路－２５新規

《位置図》 《諸元等》

《路線位置図》

出典：宮崎県資料

出典：諸塚村資料

ご か せ ひがしいい ぼし

いい ぼし

ご か せ たか ち ほ

にし うす き ご か せ ちょう さん が しょ

出典：諸塚村資料

ひがし うす き もろ つか そん なな つ やま

たかちほちょう

高千穂町

ごかせちょう

五ヶ瀬町

もろつかそん

諸塚村

《整備効果１》 地域産業（林業）の振興を支援

▲写真①：道路幅員が狭く、 線形も
悪いため、４ｔﾄﾗｯｸによる運搬

▲連結ﾄﾚｰﾗｰ（20ｔ） による
大量輸送が可能

バイパス整備による
新たな木材輸送ルート

現行の木材輸送ルート

《整備効果２》
救急医療施設へのアクセス性の向上

諸塚診療所
【２次救急施設】

バイパス整備により
速達性・定時性の確保

災害時等の
広域迂回ルート

《整備効果３》
リダンダンシーの確保

▲写真③：落石状況▲写真②：除雪状況

Ｅ１０

整備前 整備後

諸塚村の木材取扱量（万／m3）

整備前 整備後

飯干ﾊﾞｲﾊﾟｽ
整備で

68分短縮

諸塚村からのアクセス時間

延岡病院 【３次救急施設】

資料：H27ｾﾝｻｽﾃﾞｰﾀより算出

北部方面
に出荷

出典：宮崎県資料

135分

67分

諸塚村

美郷町

日之影町

高千穂町

五ヶ瀬町

椎葉村

延岡市

門川町

日向市

８万m3

６万m3

４万m3

１０万m3

２万m3

120分

60分

30分

90分

150分

ご か せ たか ち ほ

第２次緊急輸送道路

救急搬送に多大な
時間を要している

事業区間：宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町大字三ヶ所

～東臼杵郡諸塚村大字七ツ山

延 長：５．０ｋｍ

全体事業費：１４８億円

R ４ 当 初 ：０．４億円（事業費）

至日向市

至熊本市

宮崎県

いいぼし

飯干バイパス

ご か せ ひがし

五ヶ瀬東IC（仮）

五ヶ瀬西IC（仮）

.五ヶ瀬東IC（仮）

高千穂IC（仮）

日之影深角IC

北方IC
舞野IC

北川IC

延岡JCT・IC

延岡病院

【３次救急施設】

延岡南IC

門川IC

門川南IC

千代田病院

【２次救急施設】

日向IC

七ツ山集落

スギ生産地

（七ツ山地区）

写真①

木材販売所

木材販売所

宮崎
179 飯干

ﾊﾞｲﾊﾟｽ

整備で

５万m3

の増加

整備前

至 諸塚村

至 五ヶ瀬町

整備後

至 諸塚村

至 五ヶ瀬町 至 五ヶ瀬町

至 諸塚村

年平均 約３回（１３日）の通行止 ⇒ 回避

ご か せ たか ち ほ

五ヶ瀬高千穂道路

いい ぼし

国道503号 飯干バイパス

延長 5.0km

積雪凍結規制区間

写真③ 写真②

８万m3

３万m3



道路－２６東九州自動車道 清武JCT～北郷【直轄】
き よ た け き た ご う

《諸元等》

事 業 区 間：宮崎県宮崎市清武町今泉

～日南市北郷町郷之原

延 長： １９．０ｋｍ

全体事業費：１,６２２億円

Ｒ ４ 当 初： ６１．５億円（事業費）

《路線位置図》

《位置図》 《整備効果》

東九州自動車道
（清武JCT～北郷）

宮崎県

▼国道220号の規制発生状況

※通行規制はH19～R3.12の15年間
の実績（資料：宮崎河川国道事務所）

規制理由 規制回数 備 考

災害による通行規制（全面通行止め） 15回 崩土崩壊、落石等

事前通行規制（全面通行止め） 54回 連続雨量170㎜以上

合計 69回 年平均 約5回/年

※通行規制はH17～R3.12の17年間の実績
(資料：宮崎県）

▼(主)日南高岡線の規制発生状況
にちなん たかおか

規制理由 規制回数 備 考

災害による通行規制（全面通行止め） 1４回 崩土、落石等

■東九州自動車道 清武JCT～北郷は、九州における循環型高速道路ネットワークの一部を形成し、九州東部の広域的な

連携を図り、物流の効率化及び地域の発展、災害に強いネットワークの構築等を目的とする道路。

■東九州自動車道 清武JCT～北郷の整備により、異常気象時の事前通行規制や災害時の通行止めにおける代替機能の

確保等や救援・物資輸送機能を果たす災害に強いネットワークの構築等に期待。

にちなん きたごうちょうごう の はら

きよたけちょういまいずみ

き よ た け きたごう

き よ た け きたごう

写真②

日南高岡線
（平成１７年９月台風１４号）

写真①

至

日
南
市

至 宮崎市街

国道220号 宮崎市小内海地区（令和3年9月）
こうちうみ

にちなんたかおか

全線開通

(仮称)油津IC
あぶらつ

日南東郷IC
にちな ん と う ごう

日南北郷IC
にちな ん きた ごう

日南市
にちなん

清武南IC
きよた けみな み

清武JCT
き よた け

清武IC
きよた け 宮崎IC

み や ざき

 

×

×

伊比井
い び い

内海
うちうみ

宮浦
みやうら

写真①

６回

２２回

１回

３回

３回

１０回 １９回

３回

２回

至 延岡市

至 都城市

至 串間市

合計６９回

年平均 約５回の
通行規制が発生

(H19～R3の15年間）

計５４回

事前通行規制

（全面通行止め）

計１５回

災害による通行規制

（全面通行止め）

E10

E78

清武JCT～北郷

延長19.0km

きよ たけ きた ごう

清武JCT
き よ た け

日南北郷IC
に ち な ん き た ご う

写真②

R4年度
開通予定※1

延長17.8km(2/4）

鶯巣
お う さ

内海
うちうみ

内海
うちうみ

伊比井
い び い

富土
ふ と

富土
ふ と

風田
か ぜ た

風田
か ぜ た

風田
か ぜ た

▼災害時における輸送ルート

※２ 宮崎県「津波浸水想定」の設定について（資料：宮崎県（H25.2.19））

※1 引き続き、芳ノ元トンネル周辺
の地すべり対策が順調に進捗
した場合

開通区間

事業中区間

※２

×

清武南IC
き よ た け みなみ

日南東郷IC
に ち な ん と う ご う

(仮称）油津IC
あぶ ら つ



■国道１０号都城道路(Ⅱ期)は、高規格道路都城志布志道路の一部を構成し、九州縦貫自動車道宮崎線との結節による

物流の効率化を図るとともに、市街地の交通混雑解消及び沿道環境改善を目的とする道路。

■都城道路（Ⅱ期）の整備により、災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保し、災害時の代替路を確保

するとともに、救急医療施設へのアクセス性向上による地域医療活動等の支援に期待。

国道１０号 都城道路（Ⅱ期）【直轄】
みやこのじょう

みやこのじょう し ぶ し

《位置図》 《諸元等》

都城道路(Ⅱ期)

宮崎県

《整備効果》

《路線位置図》 ETC2.0プローブデータ（R2.4 ～R3.3） の混雑時旅行速度、都城道路は設計速度を用いて所用時間を算出

写真① 国道10号の道路冠水状況至 志布志市

至 都城IC撮影日：H30.9

○本路線の整備により、高次医療施設への搬送時間短
縮（約27分⇒約12分）が図られるとともに、搬送時
の揺れや振動も抑えられ、患者の安静な搬送が期待
される。

みやこのじょう

事 業 区 間：宮崎県都城市高木町

～都城市乙房町

延 長： ５．７ｋｍ

全体事業費： ３５６億円

Ｒ ４ 当 初：４８．０億円（事業費）

みやこのじょう

おと ぼう ちょう

たか ぎ ちょう

みやこのじょう

▲『都城市郡医師会病院』
（H27.4月移転） 資料：都城市提供資料

都城志布志道路の開通に伴い
周辺地域からの来院者数が増加傾向

みやこのじょう

道路－２７継続

222

221

269

269

E10

E10

都城IC

高木IC(仮称)

乙房IC

横市IC

平塚IC

五十町IC

今町IC

梅北IC

都北IC(仮称)

22210

道路冠水箇所

：R1大雨時
浸水エリア

至 志布志市

至 宮崎市

写真
①

写真
②

都城道路Ⅱ期
R6年度開通予定
延長5.7km

令和３年3月12日
開通都城道路

延長13.4km

10

2次救急医療施設
都城市郡医師会病院

整備後ルート
約12分 整備前ルート

約27分

写真② 国道10号の交通状況
（松之元交差点付近）

撮影日：R3.6

至 志布志市

至 都城IC撮影日：R3.6
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国道２２６号 喜入防災【直轄】

《位置図》

事業区間：鹿児島県鹿児島市喜入中名町

～鹿児島市喜入瀬々串町

延 長：２．２ｋｍ

全体事業費：１７０億円

Ｒ ４ 当 初 ：０．５億円（事業費）

き い れ な か み ょ う ち ょ う

《諸元等》

《路線位置図》

《当該区間の課題と効果》

き い れ

道路－２８新規

写真① 急峻斜面下の入り組んだ
海岸線に沿う道路

写真② 斜面の不安定な岩盤

写真③ 斜面の崩壊（H20.6）

急峻斜面
至 鹿児島市街地

至 指宿市

厳しい線形

喜入防災

鹿児島県 宮崎県

Ｎ

喜入駅

中名駅

瀬々串駅

平川駅

至 鹿児島市中心部

至 指宿市

出典：グーグルアース（加工して作成）

喜入寺前交差点

平川町交差点

知覧IC

頴娃IC

指宿スカイライン
（有料区間）

喜
入
防
災

喜入町
市街地

標高500ｍ超

線形不良多数

延長
約2.2km

きいれてらまえ

迂回路は線形不良区間が
多く、通行止めも頻発

喜入防災 延長2.2km

(

終)

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

喜
入
瀬
々
串
町

き
い
れ
せ
せ
く
し
ち
ょ
う

か

ご

し

ま

Ｎ

(

起)

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

喜
入
中
名
町

き
い
れ
な
か
み
ょ
う
ち
ょ
う

か
ご
し
ま

写真①

写真③写真②

鹿児島市

■国道２２６号喜入防災は、防災上危険な箇所を回避し、災害に強い道路ネットワークの確保を目的とする道路。

■喜入防災の整備により、土砂災害等による通行規制を回避することで、産業や物流活動、通勤・通学等における地域

の安全・安心を確保する信頼性の高い道路ネットワークを構築。

き い れ

き い れ

き い れ せ せ く し ち ょ う

前之浜駅

■国道226号通行規制時の遅れ時間
（喜入寺前交差点～平川町交差点間）

出典 ETC2.0プローブデータ（H31.1～R1.12平日12h平均）

約３４分

約15分
通常時
国道226号

利用

規制時
指宿ｽｶｲﾗｲﾝ

利用

迂回時間は
２倍以上

232

233

至
鹿
児
島
市
中
心
部

至
指
宿
市

Ｎ

スナップ
エンドウ そらまめ

オクラ
かつお節
（本枯節）

指宿市の主要産品

※縦断勾配は代表値を記載

国道226号と迂回路の路線標高図

迂回距離
約３倍

標高差約５００m
国道226号経由
指宿スカイライン経由

ひらかわちょう

<凡例>

直轄国道

主要地方道・一般県道

一般有料道路

通常時（国道226号）

規制時（指宿スカイライン)

被災箇所（国道226号）

被災箇所（迂回路）

か
ご
し
ま

か
ご
し
ま



道路－２９継続

阿久根川内道路

鹿児島県

≪位置図≫

≪諸元等≫

事 業 区 間：

鹿児島県阿久根市鶴川内

～薩摩川内市水引町

延 長： ２２．４ｋｍ

全体事業費：１，０５０億円

Ｒ ４ 当 初： ２６．０億円

（事業費）

あ く ね つるかわうち

さつま せんだい みずひきちょう

■国道３号阿久根川内道路は、南九州西回り自動車道の一部を構成し、九州南西部の地域経済の活性化及び高速定時制

性の確保を目的とする道路。

■阿久根川内道路の整備により、災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保し、災害時の代替路を確

保するとともに、周辺地域への企業立地及び雇用促進に期待。

≪路線位置図≫ ≪整備効果≫

あ く ね せん だい

■災害時の避難路、緊急輸送道路を確保

▲ 大雨による冠水状況 ▲大雪による混雑状況

■周辺地域の企業立地による雇用促進が期待

▲ 法面崩壊状況

写真②写真① 写真③

▲薩摩川内市の立地協定締結件数
および新規雇用者数の推移

南九州西回り自動車道の
供用が企業立地を後押し！

▲薩摩川内市の企業立地状況（H24～H30）

阿
久
根
川
内
道
路

川
内
隈
之
城
道
路

H27.3
【

供
用
】

※立地協定で新設・増設を
決めた企業

：立地協定企業※

阿
久
根
川
内
道
路

出水北IC（仮称）

出水IC

高尾野北IC

大川IC（仮称）

西目IC（仮称）

阿久根IC

阿久根北IC
野田IC

薩摩川内水引IC

薩摩川内高江IC

薩摩川内都IC

串木野IC

湯田西方IC（仮称）

美山IC・PA

市来IC

鹿児島西IC

松元IC

伊集院IC

鹿児島IC

延
長

22.4
km

写真撮影箇所

及び撮影方向
①

薩摩川内市

阿久根市

出水市

川内港

①

②

③

：災害発生箇所
（H１７～H２６）

阿久根川内道路
Ｈ2７ 事業化

Ｈ27.3.7 開通
（川内隈之城_全線供用）

国道３号 阿久根川内道路【直轄】
あ く ね せ ん だ い

あ く ね せん だい

至八代市


グラフ1

		H24		H24

		H25		H25

		H26		H26

		H27		H27

		H28		H28

		H29		H29

		H30		H30



新設・増設企業

新規雇用者数

〈協定件数（延数）〉

〈新規雇用者数（延数）〉

1

0

4

19

9

69

14

141

20

188

24

322

26

422



Sheet1

				新設・増設企業 シンセツゾウセツキギョウ		新規雇用者数 シンキコヨウシャスウ		列1

		H24		1		0

		H25		4		19

		H26		9		69

		H27		14		141

		H28		20		188

		H29		24		322

		H30		26		422







■幹線道路における安全・安心な道路交通環境の創出を目的に事業を推進。

■当該箇所の交通安全対策により、歩行者が安全・安心に通行できる歩行空間の確保、死傷事故件数の減少が期待。

鹿児島２２０号 交通安全対策【直轄】 道路－３０新規

至

串
間
市

至

鹿
屋
市

法指定通学路

事業箇所
延長１.０km

文

11,993台/日

か
の

や
く
し

ま

通山小学校有明病院
とおりやま

《現地状況》 （単位：ｍ）

（単位：ｍ）

歩道

0.25 3.25 3.25 0.25 1.751.50

7.00

路肩

歩道

路肩

車道 車道

10.25

3.251.50 3.25 1.50 2.502.50

9.50

14.50

歩道 自
転
車

専
用
帯

歩道車道 車道 自
転
車

専
用
帯

写真①

ありあけ

写真②

〇国道２２０号 野井倉歩道整備
の い くら

《位置図》 《諸元等》

事業区間：鹿児島県志布志市有明町野井倉

延 長：１．０ｋｍ

Ｒ４当初：０．１億円（事業費）

し ぶ し ありあけちょう の い くら

《平面図》

至 串間市
くしま

至 鹿屋市
かのや

写真➀ 写真②

至 串間市
くしま

至 鹿屋市
かのや

【現況断面図】

【計画断面図】

事業箇所

鹿児島県

※令和３年８月２７日に地元小学校、県警、自治体、道路管理者で合同点検実施。



下関北九州道路 道路－３１
し も の せ き き た き ゅ う し ゅ う

継続

■下関北九州道路は、下関市、北九州市の都心部を結び、循環型ネットワーク形成により、くらし、産業・物流、観光、
渋滞緩和など地域の一体的発展に寄与するとともに、本州と九州の広域的な人流・物流及び経済活動の活性化を支え
る大動脈、災害時の代替路としての機能・役割を担う道路。

■令和４年度は、引き続き、山口県及び福岡県等の関係自治体と協力しつつ、都市計画・環境アセスメントを進めるた
めの調査を推進。

し も の せ き き た き ゅ う し ゅ う き た き ゅ う し ゅ うしものせき

《位置図》 《当該地域の課題》
■令和３年８月の豪雨時には、関門橋が通行止めとなり関門トンネルに交通が集中し、
周辺部が渋滞。

■関門トンネル・関門橋を利用する交通需要の約8割が広域交通(地域内外・通過交通)
であり、通行止めにより約7万台/日に影響する可能性があり、地域のみならず広域交通
にとっても課題。

※海峡部の構造形式は 橋梁

○通行止めによる本州-九州間の
広域物流への影響

関門トンネル・関門橋
を利用する交通需要の
約８割が広域交通

□関門トンネル・関門橋を利用する交通需要

資料：全国道路・街路交通情勢調査
自動車起終点調査（H27）

注1）全車で集計
注2）北九州市・下関市を地域内として集計

□通行止めの影響が全国に影響

九州-本州間の通行止めにより
約7万台/日に影響の可能性

資料：全国道路・街路交通情勢調査
自動車起終点調査（H27）

3

199

2

191
9

495

199

東港

○令和３年８月の豪雨時の影響

至 北九州市

至 広島市

□北九州市方面へ向かう車両で長蛇の列

ETC2.0プローブ（R3.8.14（土）16：00～17：00）

写真：国道２号下関市勝山付近
［R3.8.14（金）17時台撮影］

至山口市

至福岡市



山鹿市

阿蘇市

西原村

益城町

御船町 山都町

甲佐町

宇土市

玉東町

玉名市

和水町

宇城市

嘉島町

美里町

氷川町

南阿蘇村

菊池市

合志市

荒尾市

長洲町

福岡県

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

凡 例
熊本市DID
熊本市（DIDを除く）
熊本都市圏（熊本市を除く）

熊本駅

新玉名駅

菊陽町

大津町

熊本市
中心部

◆各方面の平均速度

2.8（1.77）

2.7（1.86）

5.0（1.82）

3.5（1.75）

4.0（1.38）

5.2（1.86）

4.8（1.87）

6.5（1.52）

6.4（1.86）

4.3（1.31）

5.9（1.41）

3.5（1.36）
2.9（1.38）

3.9（1.44）

主要国道の交通量
※熊本市内の混雑度が高い箇所

交通量 万台/日
（混雑度）

■中九州横断道路 熊本北～下硯川は、大分県大分市と熊本県熊本市を結ぶ中九州横断道路の一部区間として計画され、

主要拠点への速達性・定時性を高め、高速交通ネットワークを形成する目的として検討を進めていく道路。

■令和４年度より、概略ルート・構造等の検討（計画段階評価）に着手。

中九州横断道路 熊本北～下硯川（熊本環状連絡道路）

《地域の現状》

しもすずりかわ

道路－３２新規
し も す ず り か わ

大分

当該区間

熊本

◆二輪車関連企業の出荷ルートとして、国道５７号を利用。

▲大津町～熊本港の所要時間

《位置図》

◆高速ICから熊本市中心部までの距離が遠い。

▲熊本都市圏の平均速度

▲全国政令指定都市の平均速度（DID内）

▲主要駅～最寄りIC間の所要時間

熊本県ポートセミナー（H30.7）

・大津町の大手製造業者が熊本港で輸出入を始めたこともあり、国際コンテナの

取り扱い量が近年増加

・産業の活性化を図るには港湾の利便性向上と連携強化を図ることが重要。

▲熊本港コンテナ取り扱い量の推移(TEU)

菊池市

合志市

菊陽町

大津町

熊本市

益城町

玉東町
玉名市

西原村

植木IC

北熊本
SIC

（仮）西合志IC

（仮）合志IC
（仮）

熊本北
JCT

熊本IC

益城熊本
空港IC

嘉島JCT 小池
高山IC

下硯川IC

和泉IC

花園IC

（仮）池上IC

上野吉無田IC

（仮）城山IC

（仮）砂原IC

く ま も と き た

く ま も と き た

（仮）大津西IC

至 福岡市

至 鹿児島市

至 鹿児島市

至 福岡市
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